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Ⅰ
　
新
病
院
建
築

Ⅱ
　
先
進
６
病
院
の

　
　
　
　
　
事
例
研
究
を
出
版

Ⅴ
　
運
用
を
考
え
た
病
院
建
築

Ⅲ
　
医
療
制
度
改
革

　
　
　
　
　
院
長
　
飯
田
　
修
平

　

地
域
の
皆
様
へ
　

　
新
病
院
建
築
準
備
始
ま
る

　
　
　
　
　
地
域
が
誇
れ
る
病
院
を
目
指
し
て
　

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
江
古
田
の
地
で
土
地
の

取
得
が
で
き
ま
し
た
。
西
武
百
貨
店
配
送
セ

ン
タ
ー
跡
地
で
す
。
現
在
地
よ
り
も
約
４
分

の
１
広
い
土
地
で
す
が
、
質
を
向
上
し
、
維

持
す
る
た
め
に
は
、
も
う
少
し
広
い
土
地
が

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
制
限
が
あ
る
中
で
組

織
運
営
す
る
こ
と
を
経
営
と
い
い
ま
す
。

　
設
計
概
要
も
固
ま
り
、
近
隣
住
民
説
明

会
、
行
政
と
の
調
整
も
並
行
し
て
行
っ
て
お

り
ま
す
。
円
滑
な
運
用
を
考
慮
し
て
さ
ら

に
設
計
を
つ
め
て
お
り
、
建
設
の
準
備
が
整

い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
７
月
か
ら
、
病
院
建
設
用
地
に
あ
る
建
物

の
取
り
壊
し
が
始
ま
り
ま
す
。

近
隣
の
皆

様
に
は
、
ご
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
十

分
注
意
し
て
丁
寧
に
工
事
を
す
る
よ
う
に
い

た
し
ま
す
。

　
９
月
に
建
設
工
事
開
始
の
予
定
で
す
。
安

全
の
確
保
に
は
特
に
留
意
し
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
病
院
を
挙
げ
て
組
織
横
断
的
に
建
設
に
関

す
る
様
々
な
検
討
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
際
に
、
当
院
で
長
年
実
施
し
て
い
る
、
Ｍ
Ｑ

Ｉ
活
動
の
蓄
積
が
活
か
さ
れ
ま
す
。
統
一
主

題

「
創
る
　
新
病
院
建
築
に
向
け
て
」
で
す
。

　
私
の
編
著
で
、

「
医
療
の
質
向
上
へ
の
革

新
　
先
進
６
病
院
の
事
例
研
究
を
通
し
て
」

を
日
科
技
連
出
版
社
か
ら
出
版
し
ま
し
た
。

私
が
主
査
を
し
た
、

日
本
品
質
管
理
学
会

の
医
療
経
営
の
総
合
的
質
研
究
会
で
の
３
年

間
の
研
究
成
果
の
ま
と
め
で
す
。
当
院
を

は
じ
め
と
す
る
、
日
本
の
中
で
も
先
進
的
な

活
動
を
し
て
い
る
６
病
院
を
徹
底
的
に
研
究

し
た
も
の
で
す
。

　
新
病
院
に
は
、

今
ま
で
の
病
院
運
営
の

実
践
、

研
究
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、

地
域
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
の
病
院
の
参
考
に
な
る

モ
デ
ル
と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
練
馬
総
合
病
院
は
、
中
規
模
で
は
あ
り

ま
す
が
、
活
動
内
容
は
、
極
め
て
大
き
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
証
拠
に
、
医
療
界
だ

け
で
は
な
く
一
般
産
業
界
、
行
政
等
、

日

本
全
国
、
さ
ら
に
は
外
国
か
ら
も
見
学
者

が
来
院
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
に
は
、
第
５
次
医
療
法
改

正
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
極
め
て
大

き
な
改
正
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
組
織
と

し
て
も
医
療
従
事
者
個
人
と
し
て
も
、
今

ま
で
以
上
に
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
当
院
は
、
医
療
法
人
で
は
な
く
公
益

法
人
・
財
団
法
人
で
す
。
現
在
、
検
討
さ

れ
て
い
る
認
定
医
療
法
人
は
、
ま
さ
に
、

当
院
を
モ
デ
ル
に
し
て
検
討
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
す
。
す
な
わ

ち
、持
ち
分
が
無
く
、
公
益
の
た
め
に
、
地

域
の
住
民
を
役
員
に
入
れ
運
営
す
る
病
院

で
す
。
当
院
の
理
事
長
、
会
長
、
監
事
、
理

事
、
評
議
員
の
多
く
は
、
地
域
の
町
会
長
、

役
員
等
の
練
馬
区
住
民
で
す
。

Ⅳ
　
近
況
報
告

　
５
月
の
看
護
週
間
に
は
、
講
演
会
、
血
圧

測
定
等
様
々
の
催
し
を
行
い
、
例
年
の
、
旭

が
丘
小
学
校
児
童
の
作
品
展
示
は
、
患
者

さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
練
馬
区
医
師
会
主
催
の
練
馬
医
学
会
、

区
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー
に
も
、
幹
事
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
当
院
か
ら
は
医
師
、

看
護

師
、
薬
剤
師
が
３
つ
の
演
題
報
告
を
し
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
極
め
て
学
術
的
価
値
の
高
い

内
容
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

学
会

終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
地
域
の
診
療
所
、

病
院
の
先
生
方
と
当
院
の
職
員
が
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。

　
副
院
長

・
Ｍ
Ｑ
Ｉ
推
進
委
員
長
の
柳
川
医

師
が
、
米
国
Ｇ
Ｅ
社
の
病
院
経
営
研
修
を

受
け
ま
し
た
。

新
病
院
建
築
に
大
き
な
参

考
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
後
述
し
ま
す
。

　
私
は
、
５
月
末
に
、
例
年
の
如
く
、
箱
根

に
お
け
る
２
泊
３
日
の
品
質
管
理
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
の
大
企
業
の

経
営
者
と
膝
を
交
え
て
経
営
の
品
質
管
理

に
関
し
て
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

　
良
質
か
つ
高
度
な
医
療
を
提
供
す
る
と
い

う
、
運
用
を
考
え
た
効
率
的
な
設
計
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
も

大
き
な
課
題
で
す
。

　
地
域
・
区
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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①月経、不正子宮出血による症状が重篤であるか、子宮の増大による圧迫症状を伴う。

②明らかな悪性所見がない。

③手術を望まない。

以上を満たす患者さんです。

１泊２日　／　３８万

（健康保険が適用されないため自費料金になります）（別途消費税がかかります）

　子宮筋腫は３０歳以上の女性の２０～３０％に存在するといわれます。その発生部位、大きさ、数によ

り、下腹部腫瘤の自覚、過多月経、貧血、月経痛、腰痛、頻尿、便秘など様々な症状をきたします。

　従来の治療は手術療法（子宮全摘術、筋腫核出術）と薬物療法（偽閉経療法）が主体でそれぞれが適正

な適応の元で行われてきました。しかし、手術に抵抗があり、薬物療法の副作用（更年期障害、骨粗鬆症、

リバウンド現象）が心配な患者さんも多く見受けられます。その様な患者さんに対して導入されたのが子

宮動脈塞栓術（ＵＡＥ）です。

　局所麻酔下に、脚の付け根の動脈から細い管を子宮筋腫

に栄養を送っている子宮動脈に挿入して、塞栓物質を注入

する方法です。したがって、おなかに傷をつけずに、子宮

を温存でき、翌日には退院も可能です。効果としては、一

般的に術後1ヶ月から過多月経、月経痛の改善が見られ、筋

腫容積も術後３ヶ月では６０％、術後１年では３０％に縮

小するといわれています。

■■入院管理および術前、 術後の経過観察は産婦人科医師が行いますが、

　　　　　　　　　　　　　　　子宮動脈塞栓術は専門の放射線科医師が行います。 ■■

おなかを切らなくても大丈夫！
子宮筋腫に対する

子宮動脈塞栓術（UAE）を始めました

●子宮筋腫とは

●子宮動脈塞栓術(UAE)とは

●この治療法が適応されるのは

●スケジュールは

  ９：００　 入院

１２：００　 点滴・モルヒネ持続皮下注開始、バルーンカテーテル挿入

１３：３０　 弾性ストッキング装着

１４：００　 子宮動脈塞栓術施行

２１：００　 歩行開始 

  ６：００　 点滴・バルーンカテーテル抜去、弾性ストッキング除去

  ９：００　 穿刺部固定絆創膏除去、モルヒネ持続皮下注中止

１５：００　 診察後退院 

（1日目）

（２日目）

●入院期間と料金は

（左記が一般的な
　スケジュールになります）
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Ⅰ .  「練馬ラディッシュの会」 って何？

　この会は糖尿病患者さんとその家族、医療従事者や糖尿病に関心のある方々が入会しています。お互い

に糖尿病に関する正しい知識を得たり、情報交換や親睦を図って様々な形で糖尿病治療に役立て、楽しい

健康つくりをめざします

Ⅱ .　どんな組織なの？

　この会は（社）日本糖尿病協会に加盟しています。各都道府県に支部があり、東京都支部の分会として

「練馬ラディッシュの会」が練馬総合病院内に誕生しました。糖尿病友の会は全国の1,500病院、診療所に

あります。

Ⅲ . どんなことをするの？

　① 毎月、糖尿病健康雑誌である『月刊糖尿病ライフさかえ』をお届けします。

　　　　糖尿病療養の最新情報やお役立ち情報、クッキングレシピや療養生活のコツ、体験談や医療者の

　　　　声等々・・・捜していた情報がきっと見つかります。

　② 講演会や交流会など行事を企画･主催します。

　　　　楽しくためになるセミナーや食事会、懇親会や情報交換会など予定しています。

　※日本糖尿病協会主催の各種講演会、行事に参加できます。

　　　　専門医や先輩患者さんによる講演会、シンポジウム、ウォークラリなどが行われています。

Ⅳ . どうやって入会するの？

　① 入会は随時受け付けています。

　② 入会金無料　　年会費5,000円　　

　　　　会費には月刊糖尿病ライフ『さかえ』の年間購読料含みます。

　　　　書店で購入すると年間6,300円（1冊定価525円　毎月15日発行）です。　

●●お問合せ、連絡先●●

　　　電話：０３－３９７２－１００１（練馬総合病院内）

　　　　　臨床検査科　　山崎勝巳  　 （E-mail：yamazaki@nerima-hosp.or.jp）

　　　　　薬　剤　科　　鈴木佳寿子  　(E-mail：ksuzuki@nerima-hosp.or.jp)

どなたでも

入会できます！！

正しい知識があなたの未来を明るくする

糖尿病友の会
　　「練馬ラディッシュの会」 が発足しました

糖尿病のアナタ、

家族や友人が糖尿病のアナタ、

糖尿病のことを

もっと知りたいアナタ、

参加してみませんか

『練馬ラディッシュの会』 はあなたの力になれる場です
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こ
の
た
び
５
月
１
日
付
け
で
当
院
に
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
安
部
と
申
し

ま
す
。

　
大
学
卒
業
後
、
日
本
大
学
第
三
内
科
に

丸
々
12
年
間
在
籍
し
、
最
後
の
５
年
間
は

旧
国
立
病
院
東
京
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
に

出
向
し
て
お
り
ま
し
た
。
主
と
し
て
消
化

管
お
よ
び
肝
・
胆
・
膵
疾
患
な
ど
の
診
断

と
治
療
に
従
事
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
医

局
卒
業
後
は
、
母
校
の
関
連
病
院
で
約
４

年
間
過
ご
し
た
後
、
系
列
を
離
れ
、
東
京

労
災
病
院
で
１
年
間
仕
事
を
し
、
こ
の
た

び
縁
あ
っ
て
練
馬
の
地
に
来
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
練
馬
総
合
病
院
と
の
出
会
い
は
、
私
が

子
供
の
頃
、
担
任
の
先
生
か
ら
の
社
会
科

の
宿
題
を
出
さ
れ
、
４
人
の
級
友
と
訪
問

し
た
の
が
最
初
で
す
。
あ
れ
か
ら
30
年
以

上
の
歳
月
が
流
れ
、
江
古
田
の
街
並
み
も

　
５
月
１
日
か
ら
、前
任
の
河
村
医
師
に

替
わ
っ
て
泌
尿
器
科
勤
務
と
な
り
ま
し

た
。東
邦
大
学
医
学
部
大
森
病
院
腎
セ
ン

タ
ー
よ
り
、
立
川
共
済
病
院
、
日
野
市
立

病
院
、
都
立
清
瀬
小
児
病
院
を
経
て
、
当

院
に
参
り
ま
し
た
。

　
専
門
は
腎
移
植
、小
児
泌
尿
器
科
で
す

が
、当
院
で
は
一
般
泌
尿
器
科
を
主
に
や

ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
泌
尿
器
科
で
最
も
多
い
患
者
さ
ん
は
前

立
腺
疾
患
、
い
わ
ゆ
る
前
立
腺
肥
大
症
と

前
立
腺
癌
の
方
で
す
。
天
皇
陛
下
の
御
罹

患
で
一
気
に
メ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
た
感
の
あ

る
前
立
腺
癌
は
、
わ
が
国
の
男
性
の
全
癌

の
中
で
罹
患
率
は
６
位
で
す
が
、
欧
米
で

は
男
性
の
罹
患
率
１
位
の
国
も
多
く
、
わ

が
国
で
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。前
立

腺
癌
の
検
査
は
血
液
検
査
で
簡
単
に
出
来

ま
す
の
で
、
50
歳
以
上
の
男
性
で
少
し
で

も
排
尿
に
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
方
は
、

気
軽
に
外
来
を
受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
に
荻
原
医
師
が
退
職
さ
れ
、泌
尿

器
科
１
人
体
制
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
る
べ
く
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ
う
に
医
療
の

質
を
下
げ
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

人
も
変
わ
り
ま
し
た
が
、
当
時
が
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
疾
病
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
が
可

能
に
な
る
よ
う
な
努
力
を
今
後
と
も
続

け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＜内科医師　安部　幸一＞

＜泌尿器科医師　森　義明＞

　５月３１日付けで泌尿器科の河村医師が退職、

６月３０日付けで内科の澤口医師が退職となりま

した。

　５月１日から、それぞれ内科、泌尿器科に新任

医師が勤務しております。

　「皆様、どうぞよろしくお願いいたします。」
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　当院で区民検診、健康診査が受けられます。検診は病気を早期発見するきっかけとなります。

　この機会に是非、受診してください。

　健康診査について診査項目、受付方法などをご案内いたします。

健康診査の診査受付方法・健診順路

<診査 受付方法>　
　●受付 　③番窓口で受付をいたします。　

　　　　　　　　（当院を初めて受診される方は、入口にて診察申込書をご記入ください。）

　●時間 　午前８時３０分から午前１１時　・　正午から午後４時（土日祭日はお休みです）

　●持ち物 　区より送付の健康診査受診票、保険証・医療証、お持ちの方は当院の診察券　

<健診順路>

①2階検査室で受付

②採尿

③血圧測定

④採血

⑤眼底写真

⑥心電図

⑦身長・体重測定

⑧1階放射線科
レントゲン撮影

平成17年度　区民検診・健康診査のご案内

　平成１７年９月１日（木）から当院で練馬区の生活習慣病健康診査の「高齢者健康診査」「成人健康診査」

が受けられます。なお、中野区、板橋区、杉並区につきましては区により実施日が異なりますので、各区

役所にお問い合わせください。

　高齢者、成人病健康診査では肺疾患、心疾患、生活習慣病（高血圧、糖尿病、高脂血症、高尿酸血症）、

肝臓病、腎臓病の早期発見を目的として行っています。検査項目は一般採血、検尿、血圧測定、眼底検査、

心電図、胸部レントゲンを行います。

　当院では皆様が健診を受けやすいように最新の機器やシステムを導入しています。

　※お薬を常用している場合は受付でお申し出ください（高血圧のお薬など）。最初に尿検査を行いますの

で、検査直前の排尿は避けてください。レントゲン撮影では、検査着に着替えていただきます。脱ぎ着し

やすい服装でお越しくださるようにお願いいたします。
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平成１７年度　ＭＱＩ活動　

　
当
院
で
平
成
８
年
か
ら
開
始
さ
れ
た

「
医
療
の
質
向
上
活
動
」（
以
下
Ｍ
Ｑ
Ｉ
活

動
）
は
、
本
年
で
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

第
１
回
か
ら
昨
年
の
第
９
回
の
活
動
ま

で
、
約
１
０
０
チ
ー
ム
が
医
療
の
質
向
上

を
目
指
し
、
活
動
を
行
い
成
果
を
上
げ
て

き
ま
し
た
。

　
Ｍ
Ｑ
Ｉ
活
動
で
は
毎
年
、「
統
一
主
題
」

と
い
う
共
通
の
主
題
を
揚
げ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
各
チ
ー
ム
の
統
一
を

図
り
、
成
果
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
た
め
で

す
。
こ
れ
ま
で
「
時
間
」、「
情
報
」、「
な

が
れ
」、「
し
く
み
」、「
標
準
化
」、「
安
全
」、

「
評
価
」、「
５
Ｓ
」
と
病
院
や
医
療
界
、
さ

ら
に
社
会
や
時
代
の
流
れ
を
捉
え
な
が
ら

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
本
年
の
統
一
主

題
は
「
創
る-

新
病
院
建
築
に
向
け
て-

」

で
、
６
月
か
ら
各
チ
ー
ム
が
活
動
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。

　
活
動
の
推
進
・
運
営
は
、
Ｍ
Ｑ
Ｉ
推
進

委
員
会
（
委
員
長
・
柳
川
達
生
医
師
）
を

中
心
に
し
て
、
計
13
名
で
行
わ
れ
、
活
動

の
推
進
管
理
、
支
援
・
教
育
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
推
進
委
員
会
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

今
年
も
「
自
分
が
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
ら
を

半
日
だ
け
考
え
て
み
る
会
」
を
６
月
８
日

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
統
計
勉

強
会
な
ど
を
実
施
し
、
Ｍ
Ｑ
Ｉ
活
動
が
確

実
に
医
療
の
質
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
支

援
す
る
考
え
で
す
。

活動主体部署 活動テーマ

医局 急性期病院としての機能をあげるための数値管理の仕組み

看護部 看護計画の説明と同意
～患者・家族との共有を目指して～

臨床検査科
より安全で効率的な輸血業務

～使い勝手の良い輸血システムを目指す～

放射線科 放射線検査の完全オーダリング化と運用の構築

栄養科 入院栄養食事指導の統一

リハビリ
テーション科 退院時リハビリ指導を確実に実施する

医事課 【患者を増やす地域連携室の再構築】
～～紹介患者は予約で安心来院～～

事務・庶務課 物品管理の一元化（ＳＰＤ）を目指して
～物品管理を柔軟かつ円滑に運用するために～

医療の質向上活動　開始

＜平成１７年度　活動テーマ＞

“自分がリーダーだったらを

　　　　　　半日だけ考えてみる会” の様子

　６月８日（水）　13：30-17：00

　18 名出席

　　（医師３ , 看護師９ , 医事課２ , 臨床検査１ ,
　　薬剤科１ , 栄養科１ , リハビリ１）
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【
参
加
目
的
】

　
米
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（
Ｇ

Ｅ
）
社
は
１
８
７
８
年
に
発
明
家
エ
ジ
ソ

ン
が
創
立
し
た
巨
大
複
合
企
業
で
す
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
、
発
電
機
、
放
送
、
金
融
等
、

11
の
部
門
の
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
分

野
が
異
な
る
事
業
を
抱
え
な
が
ら
、
一
つ

の
企
業
と
し
て
成
長
で
き
る
の
は
、
成
果

を
だ
せ
る
リ
ー
ダ
ー
を
大
量
に
育
成
し
て

い
る
か
ら
で
す
。

　
今
回
、
日
本
の
医
療
機
関
経
営
幹
部
対

象
の
Ｇ
Ｅ
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
参
加
目
的
は
Ｇ
Ｅ
で
導

入
さ
れ
て
い
る
シ
ッ
ク
ス
シ
グ
マ
（
６

σ
）
と
い
う
経
営
手
法
と
、
Ｇ
Ｅ
研
修
シ

ス
テ
ム
を
知
り
、
当
院
の
研
修
、
Ｍ
Ｑ
Ｉ

活
動
を
見
直
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

【
Ｇ
Ｅ
の
研
修
】

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
北
、
約
60
Km
に
あ

る
ク
ロ
ト
ン
ビ
ル
の
Ｇ
Ｅ
研
修
所
を
基
点

に
研
修
は
行
わ
れ
ま
し
た
。
企
業
の
幹
部

が
「
ク
ロ
ト
ン
ビ
ル
」
と
い
え
ば
Ｇ
Ｅ
の

研
修
を
意
味
す
る
ほ
ど
広
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
年
間
約
７
，
０
０
０
名
の
Ｇ
Ｅ
社

員
が
研
修
を
受
け
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｅ
の
研

修
方
法
は
大
企
業
の
手
本
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
３
、
４
月
に
人
事
効
果
を
行
い
、
幹

部
は
業
績
に
よ
り
職
員
を
９
段
階
で
査
定

し
ま
す
。
次
に
潜
在
能
力
の
高
い
社
員
を

発
掘
し
、
人
材
育
成
計
画
を
た
て
、
個
々

に
応
じ
た
研
修
へ
の
派
遣
を
決
定
し
ま

す
。
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

長
い
も
の
は
３
週
間
に
お
よ
び
ま
す
。
経

営
幹
部
が
参
加
す
る
研
修
で
は
、
現
実
の

経
営
課
題
に
つ
い
て
解
決
策
を
検
討
し
、

最
後
に
最
高
幹
部
に
提
案
し
組
織
と
し
て

の
意
思
決
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
シ
ッ
ク
ス
シ
グ
マ
と
は
】

　
シ
ッ
ク
ス
シ
グ
マ
は
１
９
８
０
年
代
、

日
本
の
ポ
ケ
ベ
ル
市
場
へ
の
参
入
を
試
み

た
米
国
モ
ト
ロ
ー
ラ
社
が
開
発
し
ま
し

た
。
日
本
企
業
の
業
務
改
善
活
動
（
Ｑ
Ｃ
）

な
ど
が
基
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
シ
ッ
ク
ス
シ
グ
マ
の
シ
グ
マ
は
統
計
用

語
で
、
ば
ら
つ
き
度
を
示
す
標
準
偏
差
の

こ
と
で
す
。
製
品
欠
陥
率
が
「
１
０
０
万

分
の
３
．
４
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、

高
精
度
の
生
産
目
標
を
設
定
す
る
た
め
の

手
法
で
す
。
Ｇ
Ｅ
前
会
長
の
ジ
ャ
ッ
ク
・

ウ
エ
ル
チ
が
経
営
手
法
に
ま
で
発
展
さ

せ
、
不
振
に
あ
え
い
で
い
た
Ｇ
Ｅ
を
復
活

さ
せ
た
こ
と
で
、
一
躍
世
界
で
有
名
と
な

り
ま
し
た
。

　
シ
ッ
ク
ス
シ
グ
マ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

改
善
点
を
と
り
あ
げ
、
数
値
化
し
て
問
題

を
明
確
に
し
、
改
善
目
標
を
決
め
、
改
善

策
を
実
行
し
、
改
善
度
を
数
値
で
評
価
し

て
い
く
活
動
で
す
。
基
本
的
な
考
え
方
は

我
々
の
Ｍ
Ｑ
Ｉ
活
動
と
同
じ
で
す
。
両
者

の
違
い
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
シ
ッ
ク
ス

シ
グ
マ
は
財
務
の
問
題
を
扱
う
こ
と
が
多

く
、
テ
ー
マ
は
経
営
幹
部
が
決
め
ま
す
。

Ｍ
Ｑ
Ｉ
の
場
合
は
、
財
務
の
問
題
を
扱
う

こ
と
が
少
な
く
、
テ
ー
マ
は
部
門
、
一
般

職
員
か
ら
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
シ
ッ
ク
ス
シ
グ
マ
を
導
入
し
て
い
る

ノ
ー
ス
シ
ョ
ア
・
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
病

院
（
５
，
７
０
０
床
、
職
員
数
３
万
人
以

上
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア

ン
病
院
（
２
，
４
０
０
床
、
職
員
数
１
万

３
千
人
以
上
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。
複
数

の
病
院
を
合
併
さ
せ
て
で
き
た
病
院
で

す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
の
設
備
、
機
器
が
専
門
化

し
高
額
に
な
っ
て
く
る
と
効
率
的
な
経
営

の
た
め
に
は
有
利
で
す
。
一
方
、
巨
大
病

院
で
は
、
数
多
く
の
部
門
を
ま
と
め
て
い

く
こ
と
も
困
難
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ

で
部
門
間
に
ま
た
が
る
問
題
点
を
改
善
さ

せ
る
活
動
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
病
院
は
Ｇ

Ｅ
と
11
億
円
に
も
の
ぼ
る
契
約
で
シ
ッ
ク

ス
シ
グ
マ
を
導
入
し
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど

の
予
算
を
計
上
し
て
も
必
要
な
活
動
な
の

で
す
。

【
研
修
を
終
え
て
】

　
数
年
前
に
、
Ｇ
Ｅ
本
社
か
ら
当
院
に

意
見
交
換
に
来
日
さ
れ
た
と
き
に
も
感
じ

た
こ
と
で
す
が
、
Ｇ
Ｅ
の
研
修
、
シ
ッ
ク

ス
シ
グ
マ
と
、
当
院
の
研
修
、
Ｍ
Ｑ
Ｉ
活

動
と
基
本
的
な
考
え
方
は
変
わ
り
が
無
い

こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
多
く
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
る
た
め
に
不
可
欠
な
研
修
の

意
義
を
理
解
し
、
継
続
、
実
践
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

経
営
幹
部
対
象
の

　
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

副
院
長

（
内
科
医
師
）

　
　
柳
川
　
達
生
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看
護
週
間
を

終
え
て

　平成３年より、５月１２日はナイチンゲール誕生記念として「看護の日」

と制定されると同じに「看護週間（看護の日を含む前後１週間）」が決め

られました。看護週間中は、一般の方々 に看護をより深く理解していた

だくための催しが全国的に開催されます。

　当院でも、恒例の行事として様々 な企画を実施しました。実施した催し

を写真とともに振り返ります。

●旭丘小学校の生徒さんが、絵や作文を書いてくださいました。

どの作品からもやさしい心が伝わってきました。（5月9日～13日）

●病院玄関前で希望される方

の血圧測定をし、また健康に

関する相談などを受けました。

（5月10日）

●記念講演会では飯田院長の

講演をはじめ、看護部からは

「家庭でできる応急処置」につ

いて、理学療法士による「家

庭でできる腰痛体操」、外科医

師から病気や治療についての

お話がありました。（5月11日)

『今年も例年と同じように計画した看護週間の様々な行事ですが、院内の職員はもとより、地域
の方々にもご協力をいただきましたお陰で盛会の内に無事終了することができました。ありがとう
ございました。心より感謝申し上げます。』
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● 糖尿病治療薬

      　注射薬(インスリン)

　　　　　　　　について ●

当
院
採
用
の
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
の

　 

　
　
分
類
と
特
徴

イ
ン
ス
リ
ン
と
は

　
イ
ン
ス
リ
ン
は
す
い
臓
の
ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島

の
Ｂ
細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
ま
す

（
図
１
）
。

　
【
超
速
効

型

】ヒ
ュ
ー
マ
ロ
グ
注
カ
ー
ト

　
追
加
分
泌
を
補
い
食
後
の
過
血
糖
を
抑

え
ま
す
。
15
分
程
で
効
果
が
現
れ
て
く
る
の

で
注
射
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
食
事
の
直
前
で
す
。

　
【
速
攻

型

】ヒ
ュ
ー
マ
カ
ー
ト
Ｒ
注

　
30
分
～
１
時
間
で
効
果
が
現
れ
ま
す
。

食
事
の
30
分
前
に
注
射
し
て
追
加
分
泌
を

補
い
、
食
後
の
過
血
糖
を
抑
え
ま
す
。

　
【
中
間
型
】
　
ヒ
ュ
ー
マ
カ
ー
ト
Ｎ
注

　
基
礎
分
泌
を
補
い
ま
す
。
懸
濁
製
剤
な

の
で
振
っ
て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
持
効
型
】
　
ラ
ン
タ
ス
注
カ
ー
ト

　
非
常
に
長
く
作
用
を
示
す
た
め
、
１
日

１
回
の
注
射
で
基
礎
分
泌
を
補
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
【
混
合
型
】
　
ヒ
ュ
ー
マ
ロ
グ
ミ
ッ
ク
ス
　50

　
　
ヒ
ュ
ー
マ
ロ
グ
ミ
ッ
ク
ス
25
注
カ
ー
ト

　
超
速
攻
型
と
、
中
間
型
を
組
み
合
わ
せ

た
製
剤
で
す
。
食
直
前
に
注
射
し
、
追
加

分
泌
と
基
礎
分
泌
を
補
い
ま
す
。
懸
濁
製

剤
な
の
で
振
っ
て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

血
糖
値
を
下
げ
る
唯
一
の
ホ
ル
モ
ン
で
、
血

糖
を
脳
や
筋
肉
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用

で
き
る
形
に
肝
臓
で
作
り
変
え
ま
す
。
（
図

２
）
。

　
　
　
ヒ
ュ
ー
マ
カ
ー
ト
３
／
７
注

　
速
攻
型
と
中
間
型
が
３
対
７
で
混
ざ
っ
て

い
る
製
剤
で
す
。

食
後
の
過
血
糖
の
改
善

と
基
礎
分
泌
を
補
い
ま
す
。
注
射
後
30
分

で
効
き
目
が
現
れ
る
の
で
、
食
事
の
30
分

前
に
注
射
し
て
く
だ
さ
い
。

懸
濁
製
剤
な

の
で
振
っ
て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

★
☆
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
状
態
は
個
人
差

が
あ
る
の
で
、
最
も
適
し
た
製
剤
を
医
師

と
相
談
し
、

正
し
く
使
う
こ
と
が
大
切
で

す
☆
★

　
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が

低
血
糖
で
す
。
低
血
糖
は
イ
ン
ス
リ
ン
量
の

多
過
ぎ
や
効
き
す
ぎ
、
食
事
量
の
少
な
過

ぎ
、

予
想
以
上
に
激
し
い
運
動
を
し
た
と

き
な
ど
に
起
こ
り
や
す
く
、

血
糖
が
下
が

り
す
ぎ
た
状
態
で
す
。
空
腹
感
や
も
う
ろ

う
感
を
感
じ
た
り
、

手
の
震
え
が
起
こ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
更
に
血
糖
が
下
が
る

と
目
の
か
す
み
、
意
識
の
消
失
、
け
い
れ

ん
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

症
状
が

出
た
と
き
は
ブ
ド
ウ
糖
や
ブ
ド
ウ
糖
を
含

む
清
涼
飲
料
水
な
ど
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

常
に
身
に
付
け
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

ま
た
、

低
血
糖
の
症
状
に
本
人
が
気
付
か

な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
家
族
や
周
り
の

方
に
も
、
糖
尿
病
で
薬
を
使
用
し
て
い
る
こ

と
を
理
解
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
の
注
意
点
は

　
イ
ン
ス
リ
ン
は
、
常
に
少
量
が
血
液
中
に

分
泌
さ
れ
、
血
糖
値
を
正
常
な
範
囲
内
に

維
持
す
る
基
礎
分
泌
と
、
食
事
に
よ
る
血

糖
上
昇
を
抑
え
る
た
め
に
分
泌
さ
れ
る
追

加
分
泌
が
あ
り
ま
す

（
図
３
）
。

　
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
う
ま
く
い
か
な
い

と
、
摂
取
し
た
食
物
を
正
常
に
代
謝
で
き

な
く
な
り
、
血
糖
が
高
く
な
り
ま
す
。
イ

ン
ス
リ
ン
の
分
泌
が
不
十
分
な
人
は
血
糖
値

を
管
理
し
て
い
く
た
め
に
イ
ン
ス
リ
ン
の
注
射

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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～ 臨床検査室から ～

● 貧血にご用心！ ●

貧
血
と
低
血
圧
は
ど
う
違
う
？

貧
血
・
・
？

　
体
の
隅
々
ま
で
酸
素
を
運
ぶ
た
め
に
必

要
な
の
が
血
液
中
の
赤
血
球
で
す
。
赤
血

球
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
酸
素
を
取
り
込

ん
で
体
の
隅
々
ま
で
酸
素
を
行
き
渡
ら
せ

て
い
る
の
で
す
。
こ
の
赤
血
球
や
赤
血
球

中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
不
足
し
た
状
態
を

貧
血
と
言
い
ま
す
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
正

常
値
以
下
（
男
性
13
ｇ/

dl
以
下
、
女
性

11
ｇ/

dl
以
下
）
に
減
少
し
た
状
態
の
事

で
す
。
酸
素
を
十
分
に
体
内
に
行
き
渡
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

低
血
圧
・
・
？

　
血
液
が
動
脈
を
通
る
と
き
血
管
壁
に
お

よ
ぼ
す
力
を
血
圧
と
い
い
ま
す
。
血
圧
の

高
い
方
か
ら
低
い
方
に
血
液
が
流
れ
る
こ

と
で
血
液
循
環
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま

す
。
血
圧
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、

例
え
ば
、
厚
生
労
働
省
の
国
民
栄
養
調
査

で
は
収
縮
時
血
圧
（
最
大
血
圧
）
90mm

Hg
以
下
を
低
血
圧
と
し
て
い
ま
す
。

　
血
圧
が
低
く
な
る
と
、
重
力
に
反
し
て

血
液
を
送
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
脳
や
、

身
体
の
末
端
へ
の
血
流
が
悪
く
な
り
、
全

身
の
倦
怠
感
、
立
ち
く
ら
み
、
め
ま
い
、
冷

え
症
、
肩
こ
り
、
動
悸
、
食
欲
不
振
な
ど
の

症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

脳
貧
血
・
・
？

　
脳
へ
の
血
液
の
供
給
が
一
時
的
に
不
足

し
て
、
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
と
い
っ
た

症
状
を
起
こ
す
こ
と
で
す
。
一
過
性
の
脳

虚
血
症
で
、
貧
血
と
は
根
本
的
に
異
な
り

ま
す
。

貧
血
の
原
因
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
　

“
鉄
欠
乏
性
貧
血
”
そ
の
原
因
は
・
・
・

　<

食
生
活>

　
偏
食
な
ど
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
悪
い
食
事
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
に
よ

り
、
食
物
か
ら
の
鉄
分
の
摂
取
量
が
不
足

し
ま
す
。

　<

出
血>

　
外
傷
な
ど
に
よ
る
一
過
性

の
出
血
の
ほ
か
、
胃
や
十
二
指
腸
の
潰

瘍
、
痔
、
子
宮
筋
腫
な
ど
で
継
続
し
て
出

血
す
る
事
に
よ
っ
て
鉄
分
を
失
い
ま
す
。

　<

激
し
い
運
動>

　
激
し
い
筋
肉
運
動

を
日
常
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
赤
血
球
が

壊
さ
れ
て
鉄
分
が
不
足
し
ま
す
。

　<

不
規
則
な
生
活>

　
体
内
の
鉄
分
は

夜
に
な
る
と
減
少
す
る
た
め
、
夜
更
か
し

や
不
規
則
な
生
活
を
し
て
い
る
と
鉄
分
が

不
足
し
ま
す
。

　<

鉄
分
の
必
要
量
が
多
い>

　
妊
娠
中
・

授
乳
中
の
女
性
や
成
長
期
の
子
供
は
鉄
分

の
必
要
量
が
普
通
よ
り
多
い
た
め
貧
血
に

な
り
や
す
い
で
す
。
　

貧
血
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
？

　<

成
長
期
と
貧
血>

　
１
年
に
５
cm
、
10

cm
と
身
長
が
伸
び
る
成
長
期
の
子
供
は
、

か
な
り
の
割
合
で
貧
血
に
な
っ
て
い
ま

す
。
体
の
成
長
に
鉄
分
が
消
費
さ
れ
て
し

ま
い
、
鉄
分
の
供
給
が
追
い
つ
か
な
い
た

め
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
は
鉄
分
の

多
い
食
事
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
サ
プ

リ
メ
ン
ト
な
ど
で
鉄
分
を
補
充
す
る
と
効

果
的
で
す
。

　
体
内
の
各
部
分
へ
酸
素
を
運
搬
す
る
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
の
欠
乏
が
あ
る
鉄
欠
乏
性
貧

血
の
症
状
と
し
て
、
全
身
倦
怠
感
、
い
ら

い
ら
感
、
め
ま
い
、
耳
鳴
り
、
動
悸
、
息

切
れ
、
頻
脈
な
ど
が
起
き
ま
す
。
　
一
方
、

長
期
間
に
徐
々
に
進
行
し
て
き
た
鉄
欠
乏

貧
血
の
場
合
は
正
常
人
の
50
％
程
度
の
貧

血
で
も
全
く
症
状
を
訴
え
な
い
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
す
。
重
篤
な
症
例
の
場
合
、
痛

み
を
伴
う
口
角
炎
、
舌
炎
、
ま
た
食
道
粘

膜
の
萎
縮
の
た
め
嚥
下
障
害
が
起
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ま
れ
で
す
が
、
爪

が
薄
く
な
り
、
そ
り
返
る
さ
じ
状
爪
も
起

き
ま
す
。
ま
た
こ
の
貧
血
に
特
有
な
症
状

と
し
て
異
食
症
、
異
臭
症
も
起
き
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

貧
血
は
ど
う
し
て
起
こ
る
の
？

Part１
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● 夏バテ予防と
　　　　　食生活 ●

材料：（２人分）

　　オクラ　 150g　　　 　

　　木綿豆腐　半丁 （150g）　 　

　　梅干 大１個　 　　

　　酢、 砂糖、 各小さじ1/2

　　しょう油 　　小さじ1/6

作り方：　
　 　① 豆腐はひと口大にくずして、 ざるに入れ、 ３０分ほど

おいて水を切る。オクラは塩をこすりつけ、熱湯で茹で冷

水にとり、 １ｃｍ幅に切る

　② 梅干は種を取り、包丁でたたいてペースト状にし調味料を

混ぜ、 ①と和える

　（１人分：75キロカロリー、 塩分1.2 ｇ）オクラと豆腐の梅肉和え

　
夏
バ
テ
の
原
因
は
、
食
生
活
の
乱
れ
と

冷
房
中
心
の
暮
ら
し
か
ら
起
こ
り
ま
す
。

暑
さ
の
た
め
食
欲
が
減
退
し
、
ソ
ー
メ
ン

だ
け
の
食
事
や
冷
た
い
飲
み
物
の
飲
み
す

ぎ
等
に
よ
り
、
食
欲
不
振
、
栄
養
不
足
、
ビ

タ
ミ
ン
B1
不
足
に
よ
り
、
い
っ
そ
う
疲
れ

や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

【暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト
】

　
自
律
神
経
に
よ
る
、発
汗
作
用
の
体
温
調

節
機
能
を
乱
さ
な
い
た
め
に
も
身
体
を
冷

や
さ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。

＊
エ
ア
コ
ン
の
室
内
外
の
温
度
差
は
５
度

程
度
に
す
る

＊
適
度
に
動
き
汗
を
か
く

＊
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
運

動
を
習
慣
化
し
体
力
を
つ
け
る

＊
睡
眠
中
の
エ
ア
コ
ン
は
タ
イ
マ
ー
を
活

用
し
冷
え
す
ぎ
に
注
意
す
る

【食
生
活
の
ヒ
ン
ト
】

　
①
少
な
い
量
で
も
お
か
ず
が
充
実
し
た
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
糖
質
の
代
謝
を
高
め
る
ビ
タ
ミ

ン
B1
の
多
い
豚
肉
、
う
な
ぎ
、胚
芽
米
、
枝

豆
、
血
行
を
良
く
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
の
多

い
ス
ズ
キ
や
ア
ボ
ガ
ド
、
さ
ら
に
魚
や
大

豆
た
ん
ぱ
く
質
を
摂
る
こ
と
で
ミ
ネ
ラ
ル

の
吸
収
が
良
く
な
り
ま
す
。
朝
食
に
ヨ
ー

グ
ル
ト
や
果
物
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
お

す
す
め
で
す
。

　
②
香
味
野
菜
や
香
辛
料
で
食
欲
増
進
を

図
り
ま
し
ょ
う
。
ミ
ョ
ウ
ガ
や
し
ょ
う

が
、
し
そ
な
ど
で
香
り
を
プ
ラ
ス
し
、
酢

や
レ
モ
ン
で
酸
味
を
き
か
せ
て
み
て
は
。

香
辛
料
を
き
か
せ
た
ぴ
り
辛
料
理
は
発
汗

を
促
し
、
新
陳
代
謝
を
盛
ん
に
し
ま
す
。

に
ん
に
く
を
加
え
れ
ば
夏
ら
し
い
エ
ス

ニ
ッ
ク
風
に
な
る
う
え
、
ビ
タ
ミ
ン
B1
の

吸
収
を
た
か
め
ま
す
。

③
水
分
補
給
は
麦
茶
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

人
間
は
発
汗
に
よ
り
体
熱
を
放
散
し
体
温

上
昇
を
防
ぎ
ま
す
。
甘
い
清
涼
飲
料
の
取

り
す
ぎ
は
糖
質
の
と
り
す
ぎ
と
な
り
、
ビ

タ
ミ
ン
を
消
耗
す
る
た
め
疲
労
に
つ
な
が

り
ま
す
。

夏
バ
テ
を
防
ぐ
栄
養
素

★
ス
タ
ミ
ナ
ア
ッ
プ
に

　
　
　
　
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
と
に
ん
に
く

　
Ｂ
群
の
不
足
は
脳
や
神
経
の
働
き
に
も

影
響
し
イ
ラ
イ
ラ
や
無
気
力
な
ど
の
症
状

に
つ
な
が
り
ま
す
。
特
に
ビ
タ
ミ
ン
B1

は
、
糖
質
代
謝
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
で

す
。
不
足
す
れ
ば
当
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
作

り
に
く
く
な
り
疲
れ
や
す
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
に
ん
に
く
の
に
お
い
の
成
分
ア

リ
シ
ン
が
、
ビ
タ
ミ
ン
と
結
合
す
る
と
ア

リ
チ
ア
ミ
ン
と
い
う
成
分
に
な
り
、
ビ
タ

ミ
ン
B1
の
吸
収
力
を
高
め
、
持
続
的
な
ス

タ
ミ
ナ
維
持
に
役
立
ち
ま
す
。
ア
リ
シ
ン

は
、
ね
ぎ
、
に
ら
に
も
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

★
疲
労
回
復
に
ク
エ
ン
酸

　
食
が
す
す
ま
な
い
と
き
で
も
、
酸
味
の

き
い
た
さ
っ
ぱ
り
し
た
味
付
け
の
も
の
は

食
べ
や
す
い
も
の
。
梅
干
、
レ
モ
ン
、
柑

橘
類
に
含
ま
れ
る
ク
エ
ン
酸
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
代
謝
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
、
疲
労
物

質
を
分
解
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

★
自
律
神
経
の
調
節
に
た
ん
ぱ
く
質

　
必
須
ア
ミ
ノ
酸
に
は
、
自
律
神
経
を
調

節
す
る
働
き
が
あ
り
、
免
疫
力
も
高
め
る

の
で
、
エ
ア
コ
ン
に
よ
る
温
度
差
な
ど
の

肉
体
的
な
ス
ト
レ
ス
に
も
役
立
ち
ま
す
。

肉
類
や
卵
、
魚
介
類
、
大
豆
製
品
な
ど
か

ら
バ
ラ
ン
ス
良
く
補
い
ま
し
ょ
う
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このコーナーでは、皆様から寄せられた病気や健康などの

質問・疑問に、それぞれ専門の立場からお答えいたします。

疑問・質問などは・・・

　当院広報委員会に郵送、または E-mail
されるか、院内に設置のご意見箱に投函

してください。

E-E-mail ：info＠nerima-hosp.or.jp

　
Ｑ
．
予
約
制
度
が
始
ま
っ
て
２
度
目
の

診
察
日
の
こ
と
で
し
た
。
16
時
の
予
約
時

間
前
に
は
検
査
を
済
ま
せ
、
内
科
外
来
の

前
で
呼
ば
れ
る
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

私
の
予
約
時
間
の
前
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
周
り
に
は
誰
も
い
な
か
っ
た
の
で
、

窓
口
に
声
を
か
け
ま
し
た
が
、
16
時
の
予

約
で
す
の
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
予
約
時
間
を
過
ぎ

て
も
呼
ば
れ
ず
、
再
度
窓
口
に
尋
ね
る

と
、
次
に
お
呼
び
し
ま
す
。
と
言
わ
れ
、
実

際
に
診
察
室
に
入
っ
た
の
は
予
約
時
間
を

15
分
ほ
ど
過
ぎ
て
か
ら
で
し
た
。

　
検
査
結
果
を
聞
き
、
会
計
が
終
わ
っ
た

の
が
16
時
50
分
位
で
し
た
が
、
会
計
で
予

約
料
５
０
０
円
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
予
約

時
間
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
次
回
の
予
約
を
診
察
時
に
決
め

ら
れ
な
か
っ
た
時
や
、
新
し
く
か
か
る
科

な
ど
は
電
話
で
も
予
約
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
Ｑ
．
平
成
17
年
２
月
１
日
か
ら
始
め

ま
し
た

「
診
療
予
約
」
は
、

現
在
多
く
の

患
者
さ
ん
に
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
当
院
は
急
性
期
の
二
次
救
急
医
療
機
関
で

も
あ
る
が
ゆ
え
、
毎
日
多
く
の
救
急
患
者

さ
ん
が
来
院
さ
れ
ま
す
。
特
に
内
科
や
外

科
、
整
形
外
科
で
は
患
者
さ
ん
も
多
く
、

救
急
患
者
さ
ん
の
診
療
は
時
間
も
か
か
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
科
に
お
け
る
予
約

枠
は
余
裕
を
持
っ
て
運
用
し
て
い
る
場
合

も
多
い
の
で
す
が
、
連
休
前
後
は
ど
う
し

て
も
予
約
患
者
さ
ん
も
多
く
来
院
さ
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
当
院
の
性
格
上
、
予
約

時
間
通
り
に
運
用
し
て
い
く
こ
と
は
、
決

し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
各
医

師
は
、

外
来
診
療
の
他
に
病
棟
の
急
変
患

者
さ
ん
の
診
察
や
処
置
を
し
た
り
、

手
術

や
特
殊
な
検
査
も
多
く
、

ひ
と
た
び
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
に
入
室
す
る
た
め
に
着
替
え
ま

す
と
時
間
も
掛
か
る
の
は
否
め
ま
せ
ん
。

　
ご
指
摘
の
場
合
で
は
、患
者
さ
ん
が
い
な

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
場
合
で
も
上
記
の

よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
、
医
師
は
外
来
診

察
室
に
い
な
く
て
も
、
他
の
診
察
室
や
検

査
室
等
で
処
置
等
を
行
っ
て
い
る
場
合
も

あ
り
、
予
約
時
間
前
で
も
診
察
開
始
が
出

来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
当
然
緊
急
的

な
事
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
予
約
時

間
前
で
も
診
察
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
そ
の
場
合
の
医
師
の
状
況
に
左

右
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
理
解

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
院
に
お
い
て
皆
さ
ん
に
お
取
り
い
た

だ
い
た
予
約
時
間
は
、
例
え
ば
予
約
票
の

表
示
時
間
が
午
前
10
時
00
分
の
表
示
で
し

た
ら
「
午
前
10
時
00
分
か
ら
10
時
30
分
の

間
に
診
察
」
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
30
分

間
に
他
の
患
者
さ
ん
が
４
、
５
人
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
当
日
受
付
し
た
時
間
を
基
準

と
し
て
診
察
の
順
番
を
決
定
し
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
時
間
枠
最
後
の
時
間
か
ら

か
ら
30
分
以
内
に
診
察
す
る
・
・
、
と
し

た
条
件
が
合
致
し
た
ら
予
約
金
と
し
て
、

診
察
当
日
５
０
０
円
を
徴
収
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
診
察
時
に
決
め
ら
れ
な
い
予
約

日
・
時
間
に
つ
い
て
、
ま
た
は
新
し
く
か

か
る
科
の
予
約
に
つ
い
て
は
、
現
在
で

は
、
新
た
に
電
話
で
は
予
約
を
お
取
り
し

て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
患
者
さ
ん
個
々

に
診
療
の
進
め
具
合
が
違
う
の
と
、
検
査

と
診
察
日
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
事
務

的
に
決
め
ら
れ
な
い
場
合
が
多
い
か
ら
で

す
。
但
し
、
今
後
院
内
の
体
制
変
更
が
図

れ
れ
ば
、
可
能
な
場
合
も
あ
り
、
今
後
は

検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
も
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
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事
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